
第25期
事業報告書
(平成12年4月1日～平成13年3月31日)

株式会社

■ベルーナの財務情報が知りたい
http://www.internetIR.jp/belluna

■ベルーナでショッピングがしたい
http://www.belluna.co.jp

■ハッピーマーケットにお店を出したい
http://www.hapima.com

■ベルーナに就職したい
http://www.belluna-move.com証券コード　9997

こんなときには、アクセス！

決 算 期

利益配当金受領株主確定日

定 時 株 主 総 会

基準日（定時株主総会関係）

名 義 書 換 代 理 人

同 事 務 取 扱 場 所

同 連 絡 先

同 取 次 所

公 告 掲 載 新 聞

株主メモ
3月31日

3月31日

なお中間配当を実施するときの株主確定日は9月30日

6月下旬

3月31日

〒100-8212 東京都千代田区永田町二丁目11番1号

三菱信託銀行株式会社

〒100-8212 東京都千代田区永田町二丁目11番1号

三菱信託銀行株式会社　証券代行部

〒171-8508 東京都豊島区西池袋一丁目7番7号

三菱信託銀行株式会社　証券代行部

電話（03）5391-1900（代表）

三菱信託銀行株式会社　全国各支店

日本経済新聞

お知らせ

１．住所変更、配当金振込指定・変更、単位未満株式買取請求に必要な各用紙、および株式

の相続手続依頼書のご請求は、名義書換代理人のフリーダイヤル 0120-86-4490で24時

間承っておりますので、ご利用ください。

２．配当金を郵便貯金口座へお振込みすることができるようになりました。お手続きには振

込指定書のご提出が必要ですので名義書換代理人に指定書用紙をご請求ください。
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売　　上　　高（百万円）

経　常　利　益（百万円)

当　期　利　益（百万円)

1株当たり当期利益（円）

総　　資　　産（百万円）

純　　資　　産（百万円）

52,002

2,309

1,254

92.08

43,218

17,270

54,962

2,318

1,334

93.04

49,052

18,404

55,675

3,428

1,732

121.00

49,883

20,045

72,970

7,303

4,240

236.66

67,777

28,010

59,445

5,732

3,341

228.08

57,581

25,254

第21期
1997/3

第22期
1998/3

第23期
1999/3

第24期
2000/3

第25期
2001/3

株主の皆様には、ますますご清栄のこ
ととお慶び申し上げます。
平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申

し上げます。
ここに、第25期事業報告書をお届けす

るに当たりまして、謹んでご挨拶申し上
げます。
当期におけるわが国の経済は、民間設

備投資が比較的健闘したものの後半にな
って輸出の伸びに陰りが見える等、全体
としては厳しい状況が続きました。
通信販売業界におきましても、売上単

価の下落が続いており、デフレが懸念さ
れておりますが、こうした厳しい環境の
中で中小の専門通信販売業者の躍進もあ
って競争が益々厳しくなっており、大手
総合通信販売業者は全体として苦戦を強
いられております。
このような情勢下におきまして、当社

はお客様にとって価値のある商品提供や
サービス向上に取り組むと共に、経費効

率の改善に努めてまいりました。
以上の結果、当期の売上高は20％台の

増収を達成いたしました。利益面におき
ましては、ローコスト、ハイクオリティ
ーをモットーに効率的な営業活動に努め
たことが功を奏し、同様に大幅な増益と
することができました。
これもひとえに株主の皆様のご支援、

ご協力の賜と心より御礼申し上げます。
今後も絶えざる改革を進め、安定性、

成長性、継続性、収益性のバランスをと
りながら業容の更なる発展に努力してま
いる所存であります。
株主の皆様におかれましては、今後と

もより一層のご指導ご鞭撻を賜りますよ
うお願い申し上げます。

平成13年６月
代表取締役社長　安　野　　清

業績の推移/Financial data

Net sales(¥ Million)

Ordinary income(¥ Million)

Net income(¥ Million)

Net income per share(¥)

Total assets(¥ Million)

Shareholders' equity(¥ Million)

株主の皆様へ
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業績の安定性、成長性、収益性に優れています

ベルーナのここに注目 カタログラインアップ

■ベルーナ ■こだわり雑貨倶楽部

■ルフラン ■花の姿

■素敵な生活

カタログのお申し込みは…
このページに掲載されておりますカタログ
をご希望の方は、お電話にて

へお申し込みください。

■いきいき家族

カジュアルからフォーマ
ルウェアまで、幅広く対
応した総合ファッション
カタログです。

こだわりの逸品、面白グ
ッズなど、「こんなモノ
が欲しかった」アイテム
を集めました。

衣料品、実用品、趣味用
品など、生活グッズを取
り揃えたコレクションカ
タログです。

伝統の装いを手頃な値段
で提供。関連商品や小物
をセットにまとめてコン
ビニエンス性を追求した
和装カタログです。

暮らしにうるおいを与え
る日用雑貨を満載。ペー
ジをめくるだけで楽しめ
るカタログです。

当社オリジナル企画を中
心に、食品やガーデニン
グ商品を展開。毎号、新
鮮な商品が話題を呼んで
います。

0120-85-7890
0088-22-1414

■RyuRyu（リュリュ）

届くたびに1ヶ月後が待
ち遠しくなる“横浜発”
マンスリー頒布カタログ。

通信販売の市場規模は、1999年度より拡大基調となっており、今後も持続的に成長
が見込まれております。ご覧の通り、当社は安定した業績を誇り、９期連続で増収増
益を続けております。こうした好業績の背景には、積極的な顧客開拓や将来を見据え
た媒体及び業態開発などの戦略が着実に実を結びつつあることが挙げられます。また、
日頃の徹底したローコストオペレーションの仕組み作りや人材育成などが筋肉質の企
業体質を形作っているといえます。
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当社の認知度向上と社員の結束力を
高めることを目的に、平成13年4月6～8
日の3日間、埼玉県の美里ロイヤルゴル
フクラブにおいて、第1回ベルーナレデ
ィースカップゴルフト
ーナメントを開催いた
しました。好天にも恵
まれ、また本土第1戦
ということもあり、多
数のギャラリーが訪
れ、大いに盛り上がり
ました。

ベルーナレディースカップゴルフトーナメントを開催

当社は、平成13年3月31日現在の株主の
皆様に対し、所有株1株につき、1.1株の割
合をもって株式の分割を行いました。こ
の結果、発行済株式総数は、1,778,946株増
加し、19,568,407株となりました。

トピックス トピックス

東京証券取引所より上場会社表彰を受けました

平成12年10月30日、当社は
株式投資魅力の向上に資する
という観点から、5年連続増
配を行った実績を認められ、
東京証券取引所より表彰され
ました。
今後も、当社株式の魅力を
高めるべく、より一層の業績
向上と積極的な株主還元に努
めてまいります。

インフラの整備拡充に努めています

お陰様をもちまして、当社の業績は極
めて好調に推移いたしております。業容
の拡大や新規事業の立ち上げにともな
い、平成12年8月に宇都宮流通システム
センター竣工、平成13年1月に川越オー

ダーレセプションセンター開設、平成13
年4月に第2アネックスビル竣工、また、
平成12年7月に米国現地法人としてシカ
ゴ事務所開設など、インフラの拡充を図
っております。

株式の分割（1:1.1）を
行いました

当社は、財務体質のさらなる向上と資
金調達の多様化を図る目的で、平成12年
12月7日、第1回「無担保普通社債」（SB）
を発行しました。発行の概要は次の通り
です。
１　発行額：50億円
２　利率：年2.06％
３　払込日：平成12年12月20日
４　償還期限：平成17年12月20日（5年債、
満期一括償還）

５　資金使途：設備投資及び借入金の返済

第1回｢無担保普通社債｣を
発行しました

宇都宮流通システムセン
ター

米国シカゴ事務所

第2アネックスビル

川越オーダーレセプション
センター



資産の部

負債の部

資本の部

流　動　資　産

固　定　資　産

資 産 合 計

流　動　負　債

固　定　負　債

負 債 合 計

資 本 合 計
負 債・資 本 合 計
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貸借対照表（単位：百万円） 損益計算書（単位：百万円）
営業の経過及び成果

当期の日本経済は民間設備投資が比較
的健闘したものの、後半に輸出の伸びに
陰りが見える等、全体としては厳しい状
況が続きました。特に、個人消費につき
ましては、将来への不安と所得の伸び悩
み等から低迷状況を脱出できず、先行き
不透明感が払拭されておりません。
小売業界では、百貨店、スーパーの売

上低下傾向に歯止めがかからず、売上単
価の下落が続き、デフレも懸念されてお
ります。
通信販売業界におきましても、こうし

た厳しい環境の中で中小の専門通信販売
業者の躍進もあって、競争が益々厳しく
なっており、大手総合通信販売業者は全
体として苦戦を強いられております。
このような情勢下におきまして、当社

はお客様にとって価値のある商品提供や
サービス向上に取り組むと共に、経費効
率の改善に努めてまいりました。
以上の結果、当期の売上高は、72,970

百万円（前期比22.8％増）となりました。
一方、利益面におきましても、営業利

益7,380百万円（前期比26.3％増）、経常
利益7,303百万円（前期比27.4％増）、当
期利益4,240百万円（前期比26.9％増）と、
ほぼ予定通りの利益を計上することがで
きました。

［カタログ事業］

カタログ事業の売上高につきまして
は、衣料品、身の回り・趣味用品等全般
的に好調で、特に家庭用品は前期比
58.1％増と好調に推移した結果、59,443
百万円（前期比25.7％増）となりました。
［頒布事業］

頒布事業の売上高は、8,844百万円
（前期比14.7％増）と着実に売上を伸ば
しましたが、これは「ガーデニング」、
「惣菜」の売れ行きが好調であったこと
によるものです。
［金融サービス事業］

新規顧客の獲得等により、貸付残高は、
14,990百万円（前期比24.4％増）と順調
に推移し、利息収入も、3,907百万円
（前期比23.8％増）と良好な成果を収め
ることができました。
［その他事業］

新規クライアントを地道に開拓したこ
とにより、封入・同送手数料事業の売上
高は、623百万円（前期比5.5％増）と堅
実に売上を伸ばすことができました。
なお、前期687百万円の売上高を計上

していた化粧品事業がñオージオとして
独立したため、その他事業部門としては
減収となっております。

45,681
9,300
10,898
4,645
21,444
△607
22,095
16,344
6,784
8,928
632
157
5,593
2,362
3,322
△91
67,777

28,961
16,009
3,147
3,002
2,845
3,956
10,805
10

5,552
5,243
39,767

6,769
7,309
13,930
（4,240）
28,010
67,777

39,142
7,239
8,759
4,777
19,146
△780
18,439
15,596
6,316
8,628
651
92

2,750
1,214
1,555
△ 19
57,581

25,421
12,510
2,700
4,342
2,085
3,782
6,904
30

6,632
242

32,326

6,759
7,261
11,233
（3,341）
25,254
57,581

現 金 及 び 預 金
売 掛 金
棚 卸 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

建 物 ・ 構 築 物
土 地
そ の 他

投 資 有 価 証 券
そ の 他
貸 倒 引 当 金

支 払 手 形
買 掛 金
短 期 借 入 金
未 払 費 用
そ の 他

転 換 社 債
長 期 借 入 金
そ の 他

資 本 金
法 定 準 備 金
剰 余 金
（うち当期利益）

有形固定資産

無形固定資産
投 資 等

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税 引 前 当 期 利 益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

当 期 利 益

前 期 繰 越 利 益

自 己 株 式 消 却 額

当 期 未 処 分 利 益

72,970

65,589

7,380

356

434

7,303

45

139

7,209

3,150

△181

4,240

435

1,128

3,547

59,445

53,601

5,844

308

420

5,732

61

47

5,747

2,498

△ 92

3,341

408

－

3,750

科　　　　　目 第25期 第24期 第25期 第24期

営業の概況 財務諸表

科　　　　　目

利益処分（単位：百万円）

当 期 未 処 分 利 益

利 益 準 備 金
利 益 配 当 金
（ 1 株 に つ き ）
別 途 積 立 金
次 期 繰 越 利 益

3,547

45
444

（25円）
2,600
457

3,750

38
376

（25円）
2,900
435

科　　　　　目 第25期 第24期

これを次のとおり処分いたします。
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（平成13年3月31日現在)

株式の状況

A会社が発行する株式の総数……………………………………………………………34,624,600株
B発行済株式の総数………………………………………………………………………17,789,461株
（注）１．利益による自己株式の取得及び消却により、会社が発行する株式の総数が前期末に比して314,400株減少しております。

２．発行済株式の総数は前期末に比して2,714,516株増加いたしました。その内訳は、下記のとおりであります。
平成12年５月19日付の株式の分割(無償交付）による増加 …………………………………………………………3,014,989株
転換社債の株式への転換による増加 ……………………………………………………………………………………13,927株
利益による自己株式の取得及び消却による減少 ………………………………………………………………………314,400株

３．平成13年３月14日開催の取締役会において、平成13年３月31日最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載された株主
に対し、平成13年５月21日付にて、その所有株式１株につき1.1株の割合をもって株式の分割（無償交付）を行うこ
とを決議いたしました。これにより発行する株式数は、1,778,946株であります。

C株　　主　　数 ………………………………………………… 2,545名（前期末比　479名減）
D大　　株　　主（上位10名）

株　　主　　名
持株比率持　株　数

個人その他 
2,283名 
36.61％ 

金融機関 
68名 
29.27％ 

証券会社 
15名 
0.13％ 

その他法人 
104名 
23.86％ 

外　国 
75名 
10.13％ 

株主数 
2,545名 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H12/4 5 6 7 8 9 10 11 12 H13/1 2 3

株主の所有者別分布状況（株式数） 株価の推移

安 野 　 清
株 式 会 社 友 華 堂
有限会社日本リボワール
三 菱 信 託 銀 行 株 式 会 社
日本トラスティサービス信託銀行株式会社
安 野 　 公
株 式 会 社 さ く ら 銀 行
みずほ信託銀行株式会社
中央三井信託銀行株式会社
野 村 信 託 銀 行 株 式 会 社

3,520
2,426
1,353
741
652
652
499
498
472
406

千株 19.79
13.64
7.61
4.17
3.67
3.67
2.81
2.80
2.66
2.29

％

当社への出資状況
持株比率持　株　数

―
―
―
―
―
―
63
―
―
―

千株 ―
―
―
―
―
―
0.00
―
―
―

％

当社の大株主への出資状況

（注）１．株式会社さくら銀行は平成13年４月１日をもって株式会社住友銀行と合併し、株式会社三井住友銀行となりました。
２．三菱信託銀行株式会社、株式会社東京三菱銀行、日本信託銀行株式会社の３行は共同して株式移転により平成13年４月２日付で完
全親会社である株式会社三菱東京フィナンシャルグループを設立しております。この株式移転の結果、当社は４月２日付で株式会
社三菱東京フィナンシャルグループの普通株式19株（持株比率0.00％）を所有しております。

３．信託銀行各行の持株数には、信託業務に係る株式が含まれております。
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■商　　号 株式会社ベルーナ

■資 本 金 67億69百万円

■代 表 者 代表取締役社長　安野　清

■創　　業 昭和43年9月

■設　　立 昭和52年6月

■従業員数 474名

■事業内容 衣料品、生活関連用品などの
カタログ等による通信販売

■事業所

●本　社

埼玉県上尾市

●本　館

埼玉県上尾市

●アネックスビル

埼玉県上尾市

●北関東オーダーレセプションセンター

埼玉県鴻巣市

●川越オーダーレセプションセンター

埼玉県川越市

●領家丸山流通システムセンター

埼玉県上尾市

●宇都宮流通システムセンター

栃木県粟野町

■ホームページアドレス

http://www.belluna.co.jp
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